
【
５
月
】

１
日
（
水
）
滋
賀
労
働
局
は
、
今
春
卒
業

し
た
高
校
生
の
3
月
末
時
点
の
内

定
率
が
99
．
３
％
と
22
年
ぶ
り
に

99
％
を
超
え
た
と
発
表
し
た
。
就

職
を
希
望
し
た
高
校
生
は
、
前
年

同
期
比
６
．
２
％
増
、
求
人
数
は

11
・
９
％
増
、
内
定
率
は
０
・
８

％
上
昇
し
た
。

・
第
89
回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

7
日
（
月
）
水
口
の
小
学
校
1
年
生
女
児

が
下
校
途
中
に
雨
で
増
水
し
た
側

溝
に
転
落
し
死
亡
し
た
。

21
日
（
月
）
愛
荘
町
教
育
委
員
会
は
秦
荘

西
小
の
男
性
事
務
職
員
が
給
食
費

６
８
８
万
５
８
４
０
円
を
着
服
し

た
と
発
表
し
た
。
近
く
刑
事
告
発

す
る
方
針
。

28
日
（
月
）
大
津
市
葛
川
で
体
験
学
習
中

の
中
学
1
年
女
子
生
徒
が
落
石
に

当
た
り
額
や
左
肩
を
負
傷
し
た
。

比
良
山
系
の
三
の
滝
か
ら
の
下
山

中
に
こ
ぶ
し
大
の
石
が
落
ち
て
き

た
模
様
。

【
６
月
】

1
日
（
金
）
滋
賀
県
立
大
と
私
立
中
学
高

校
連
合
会
が
高
大
連
携
の
協
定
を

締
結
し
た
。
大
学
の
地
域
貢
献
と

明
確
な
目
標
を
持
っ
た
進
路
選
択

を
高
校
生
に
促
す
こ
と
が
狙
い
。

大
学
は
高
校
生
を
対
象
と
し
た
講

座
や
出
張
講
義
な
ど
を
行
う
。

２
日
（
土
）
大
津
の
小
学
校
で
プ
ー
ル
か

ら
金
属
製
の
蛇
口
等
が
な
く
な
っ

て
い
る
の
を
教
職
員
が
見
つ
け
大

津
署
に
届
け
た
。

４
日
（
月
）
滋
賀
県
教
委
は
２
０
１
８
年

３
月
末
時
点
の
県
内
高
校
卒
業
者

の
就
職
決
定
状
況
を
発
表
し
た
。

決
定
率
は
97
・
６
％
で
前
年
よ
り

０
・
４
㌽
ア
ッ
プ
し
た
。

・
エ
ア
ガ
ン
で
小
学
３
年
の
男
児
を

撃
っ
て
け
が
を
負
わ
せ
た
と
し
て
、

大
津
署
は
傷
害
の
疑
い
で
母
親
と

内
縁
の
夫
を
逮
捕
し
た
。
男
児
が

通
う
小
学
校
か
ら
出
血
を
疑
う
連

絡
が
大
津
市
の
子
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
、
そ
の
後
大
津

署
が
把
握
し
た
も
の
。

・
県
の
新
し
い
琵
琶
湖
学
習
船
「
う

み
の
こ
」
の
出
港
式
が
大
津
港
で

行
わ
れ
た
。
新
鮮
で
学
習
公
開
を

行
う
の
は
こ
の
日
が
初
め
て
で
、

来
年
２
月
ま
で
に
１
０
２
回
の
学

習
公
開
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

14
日
（
木
）
滋
賀
県
内
の
学
童
保
育
所
に

通
う
女
児
２
人
へ
の
強
制
わ
い
せ

つ
罪
に
問
わ
れ
た
元
ア
ル
バ
イ
ト

支
援
員
の
男
の
判
決
が
大
津
地
裁

で
あ
り
、
懲
役
３
年
、
保
護
観
察

付
き
執
行
猶
予
５
年
が
言
い
渡
さ

れ
た
。

15
日
（
金
）
滋
賀
県
教
委
は
２
０
１
９
年

度
の
県
立
高
校
・
中
学
の
入
試
要

項
を
発
表
し
た
。
高
校
の
推
薦
、

特
色
選
抜
は
２
月
６
日
、
一
般
選

抜
は
３
月
６
日
に
学
力
検
査
を
行

う
。

18
日
（
月
）
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
は
大
津
市
で
震
度
5
弱
を
観

測
、
大
津
市
内
の
保
育
園
、
子
ど

も
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
県

立
高
校
の
一
部
で
休
園
、
休
校
、

始
業
・
終
業
時
間
変
更
等
の
措
置

が
取
ら
れ
た
。

22
日
（
金
）
滋
賀
県
は
２
０
１
７
年
度
に

県
や
市
町
へ
寄
せ
ら
れ
た
児
童
虐

待
の
相
談
件
数
が
６
３
９
２
件
と

前
年
度
よ
り
３
３
０
件
増
加
し
、

過
去
最
多
を
更
新
し
た
と
発
表
し

た
。
子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
に
暴

力
を
振
る
う
な
ど
心
理
的
な
虐
待

の
増
加
が
目
立
っ
た
。

25
日
（
月
）
滋
賀
県
教
委
は
大
阪
府
北
部

地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、

女
児
が
死
亡
し
た
事
故
を
受
け
緊

急
点
検
し
た
県
立
学
校
の
16
校
で

建
築
基
準
法
施
行
令
に
不
適
合
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
見
つ
か
っ
た
と
発

表
し
た
。
付
近
の
立
ち
入
り
を
禁

止
し
、
撤
去
な
ど
の
対
応
を
検
討

す
る
。

29
日
（
金
）
米
原
市
で
竜
巻
と
思
わ
れ
る

突
風
が
発
生
し
、
民
家
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。
伊
吹
高
校
で
も

5
教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
計
6
枚
割
れ

る
な
ど
の
被
害
が
出
た
。

石
田
和
男
の
「
子
ど
も
の
中
に
社
会
と

情
勢
を
み
る
」
、
な
ん
と
深
い
重
い
言
葉

か
。
新
幹
線
内
の
殺
傷
事
件
、
相
次
ぐ
虐

待
事
案
。
社
会
が
み
え
る
、
情
勢
が
み
え

る
。
や
り
き
れ
な
さ
と
同
時
に
つ
な
が
り

合
う
教
育
の
重
み
を
痛
感
す
る
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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「
深
い
学
び
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
田
村

学
氏
に
よ
れ
ば
、
「
個
別
バ
ラ
バ
ラ
の
知
識
の

単
な
る
習
得
で
は
な
く
、
習
得
し
た
知
識
を
繰

り
返
し
活
用
・
発
揮
さ
せ
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

状
態
か
ら
、
相
互
に
つ
な
が
り
合
い
構
造
化
さ

れ
た
り
身
体
化
さ
れ
た
り
し
て
高
度
化
し
、
適

正
な
態
度
や
汎
用
的
な
能
力
と
な
っ
て
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
、
ま

さ
に
『
駆
動
』
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
」
を
指

す
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
は
、
学
び
の
量
に
加
え

て
、
学
び
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

今
回
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
予
測
困
難
な

社
会
を
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
く
か
を
主
体
的
に

考
え
、
他
者
と
協
働
し
、
よ
り
よ
い
社
会
と
幸

福
な
人
生
を
追
求
し
て
い
く
よ
う
な
「
資
質
・

能
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
訂

を
巡
る
議
論
の
な
か
で
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
。
「
解
き
方
が
あ
ら
か
じ
め
定

ま
っ
た
問
題
を
効
率
的
に
解
い
た
り
、
定
め
ら

れ
た
手
続
き
を
効
率
的
に
こ
な
し
た
り
す
る
こ

と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
直
面
す
る
様
々
な
変
化
を

柔
軟
に
受
け
止
め
、
感
性
を
豊
か
に
働
か
せ
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
未
来
を
創
っ
て
い
く
の
か
、

ど
の
よ
う
に
社
会
や
人
生
を
よ
り
よ
い
も
の
に

し
て
く
の
か
を
考
え
、
…
（
中
略
）
…
、
よ
り

よ
い
社
会
と
幸
福
な
人
生
の
創
り
手
と
な
っ
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
（
中
教
審
、
２
０
１
６
年
12

月
答
申
、
（
ｐ
ｐ
10
～
11
）

さ
て
、
こ
の
こ
と
を
教
師
に
当
て
は
め
る
と

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全

実
施
に
向
け
た
「
周
知
・
徹
底
」
の
時
期
で
あ

る
現
在
、
「
伝
達
」
を
主
と
す
る
研
修
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
定
め
ら
れ
た
手
続
き

を
効
率
的
に
こ
な
し
た
り
す
る
こ
と
」
に
腐
心

す
る
教
師
に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
こ
そ
、
多
様
な
授
業
の
あ
り
方
、
教
育
の
あ

り
方
、
教
師
の
あ
り
方
に
触
れ
、
教
師
自
身
の

「
深
い
学
び
」
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
伝
達

さ
れ
る
教
育
方
針
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な

く
、
無
視
す
る
の
で
も
な
く
、
柔
軟
に
受
け
止

め
、
集
団
的
な
議
論
を
通
し
て
自
身
の
教
育
実

践
を
構
造
化
し
、
高
度
化
す
る
契
機
と
捉
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
８
月
は
、
民
間
教
育

研
究
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
研
究
会
が
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
学
校
外
で
の
学
び
と
出
会
い
は

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
宣
伝
で
す
が
、
８
月
４
日

か
ら
６
日
に
か
け
て
、
学
校
体
育
研
究
同
志
会

の
全
国
研
究
大
会
が
11
年
ぶ
り
に
滋
賀
（
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
学
園
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
体
育
同
志
会

は
、
日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る
平
和
、
人
権
、
民

主
主
義
な
ど
の
人
類
的
な
価
値
を
、
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
で
追
求
し
、
主
体
的
、
民
主
的
、

科
学
的
、
実
践
的
に
研
究
を
し
て
い
る
民
間
教

育
研
究
団
体
で
す
。
こ
の
夏
大
会
で
は
、
全
国

７
０
０
人
、
現
地
滋
賀
で
２
０
０
人
の
参
加
を

目
標
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
が
迫
っ
て

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
体

育
の
研
究
団
体
で
す
が
、
部
活
動
講
座
や
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
講
座
も
あ
り
、
様
々
な
立
場

の
先
生
方
が
と
も
に
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
か
ど
も
と

ひ
と
し
）
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・この夏、教師自身が「深い学び」を

～学校体育研究同志会滋賀大会に行
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・岩国基地見学ツアーでの発見

／本田 清春 …P2,3

・先人からのバトン～石田和男教育著

作集から学ぶ／飯田 尚樹 …P4,5

・中等教育部会報告～新学習指導要領

検討会（国語）の議論より …P6,7

・滋賀の教育動向 5・6月 …P8
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